近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
８クール日報（２月２１日～２月２７日）
	報告日
天気
	２月２３日（金）
曇り時々雨
	報告者
	兵庫県社協：細井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター　※中島地区にサテライト設置（本部機能なし）

	近ブロメンバー

	西田、森口、米田、山﨑、植野、河島、松本、井内、吉谷、細井

	（主な日程）
	＜本部＞
8:00 七尾市文化センター着
　　 →サテライトへ移動
8:30 朝礼
～  ・資材管理
　　・庶務
	＜中島地区サテライト＞


8:30 サテライト着→資材準備
9:00 ボラ受付
―大学生（15名）
―石川県Vバス（87名）
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:15ボラ送り出し（中島地区）
11:00 ボラ送り出し完了
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）
　　　　　　　　　　　　　等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り
	＜仮仮置場:中島ｺﾐｾﾝ＞


8:30 中島コミセン着
9:00 仮仮置場オープン
～  廃棄物分別作業
　　 ・集積場への搬出








14:30 ボラ活動終

17:00 搬出終了

	
	17:30 終礼
18:30 翌日のマッチング準備（アポとり、車両運行予定）
20:20 活動終了

	報告事項

	※中島地区のサテライト体制、仮仮置場（中島コミセン）最終日。
〇近畿ブロックの役割（担当は体制図のとおり）
・マッチング班
：ボランティア受付、オリエンテーション、ボランティア送り出し、ニーズマッチング、車両配車、ボランティア活動先のアポ取り
・ニーズ班
：①ニーズ受付（電話対応、キントーン入力）
②資材担当（資材管理、資材リスト作成）
③現地調査（ニーズの現地確認、キントーン入力）
・廃棄物仮仮置場担当
：廃棄物の搬入誘導、分別・解体の指示だし
・運営支援
：七尾市社協との連絡調整、全体の方向性の検討・調整
・仮仮置場の移転準備
〇VCの状況
［V 143名、現地調査11件（一般11件、現場系7件）ニーズ対応27件（うち完了25件、継続2件）］
・午前中のニーズ対応後、依頼者より「タンスの引き出しが1つない」との電話が入る。依頼内容は倒れたタンスを起こすのみだったが、ボランティアが持って行ったのではないかと疑わしいとのこと（大事なハンカチが入っていたとの訴えもあり）。ボランティアに確認したところ、タンスの引き出し1つは訪問時にはすでになかったと主張し、回収した事実もないとのこと。当日中に七尾市社協職員・近ブロマッチング班スタッフ（現場責任者）・担当ボラの3者で依頼者宅を訪問し、状況を説明し和解することができた。
・車両マッチング用にバディコム（スマホアプリ）搭載スマホをJC車両ごとに貸与し、位置情報の把握・トランシーバー機能による連絡調整を行う予定だったが、サテライトに持参しておらずオペレーションに役立てることができなかった。明日は本部にてバディコム活用を試みるとともに、引き続きよりよい活用方法を探る。
・レンタカー（セレナ）で物損事故発生。現場にて警察の検証等に対応後、幹事県事務局とレンタカー会社との調整を行う。第8クール滞在中に、七尾市内の店舗にて報告書署名等の対応をしていただけることとなる。
・仮仮置場の廃棄物の搬出が間に合わず、明日午前中を撤収作業にあてることになった。廃棄物の集積場（仮置場）への運搬に加えてコミセン施設内の清掃も必要であるため、ボランティアを動員する。また、明日の廃棄物回収については、奈良市担当者との調整を行った。

［運営上の工夫・改善等］
〇ボランティアのマッチングについて
・活動予定をもとに、アポ取りを進める。2～3日前には車両Vの必要最低数を確定しておき、期日に依頼が出せるとよい。
〇仮仮置場での廃棄物の分別作業について
・分別のための解体作業が、度を越して「分解」に。あまり細かく分解すると回収時に支障が出るものもあるため、あくまでも目的は「分別」であることを再度アナウンスする必要がある。
・家財道具の搬入時、家具の中身チェックは継続して行う。順番待ちの列ができたとしても、チェック作業は省略しない。
〇・バディコム（スマホアプリ）を活用してオペレーションの効率化を目指す。本日からJCボランティアに協力いただき試運転。明日も引き続きバディコム搭載のスマホを貸し出す。
・今後、オリエンテーション時にバディコムの使用方法を配車担当から説明できるようにしていく。

	今後の主な予定
	明日24日(土)の大きな動き
・ボランティア活動は御祓地区、西湊地区を中心に実施。
・仮仮置場が七尾美術館へ移動。
・午前中にボランティア動員し、中島コミセンの仮仮置場を完全撤収。

	調整課題・所感等
	・ニーズ対応件数やボランティア受け入れ人数の増加もあり、マッチングが終礼までに間に合わない日が続いている。
・サテライト設置中は移動時間が増え、拠点の設営・撤収に人手や時間がとられ、本来のボラセン運営業務がずれ込んでしまう。明日24日(土)は本日の半分の人員になるので、なるべく人の移動が少なく済むよう全体を調整する必要がある。

	その他
	・トラブルを防ぐため、家具の移動やゴミの搬出の際は家主（依頼主）立会のもと状況を確認しながら進めるよう、ボランティアオリエンテーション時に強調して伝える。



